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６

月

12

日

か

ら

開
催
さ
れ
た
、
第
２
回

夕
張
市
議
会
で
の
、
く

ま
が
い
桂
子
市
議
の
質

問
と
答
弁
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

♦ 
 

♦ 
 

♦ 

１
、
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て 

 

質
問
１ 
こ
こ
数
年
、

夕
張
中
学
校
か
ら
夕
張

高
校
へ
の
進
学
率
が
、

５
割
前
後
へ
と
減
少
が

続
き
、
昨
年
の
３
月
議

会

で

は

意

見

と

し

て

『
高
校
魅
力
化
』
の
必

要
性
を
述
べ
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
、

夕
張
高
校
の
魅
力
化
と

し
て
、
各
種
資
格
試
験

受
験
料
の
半
額
補
助
や
、

通
学
バ
ス
費
用
の
全
額

補
助
等
が
始
ま
っ
た
が
、

市
の
Ｈ
Ｐ
の
会
議
録
な

ど
を
み
る
と
、
自
治
体

が
主
体
的
に
か
か
わ
っ

て
い
な
い
高
校
が
、
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。 

４
月
に
開
催
さ
れ
た

「
夕
張
高
校
の
未
来
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
中
で
、
様
々
な
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
紹

介
さ
れ
、
ま
た
、
全
国

で

60

近

い

高

校

が

海

外
短
期
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
海
外

短
期
研
修
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。 

答
弁
１ 

「
夕
張
高
校

の
未
来
を
考
え
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
、
今
年
創

設
し
た
「
地
域
人
材
育

成
事
業
助
成
金
」
を
活

用
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、

最
大
の
学
び
は
、「
高
校

の
課
題
」
を
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
、

「
高
校
に
何

が

で

き

る

か
」
を
真
剣

に
考
え
、「
自

ら
実
行
す
る

人
材
を
地
域

が
と
も
に
育

て
る
重
要
性
」
、
さ
ら
に

「
幼
保
小
中
学
校
の
教

育
を
高
校
に
つ
な
ぎ
、

地
域
教
育
の
連
続
性
と

一
貫
性
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
」
と
い

う
こ
と
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
中
で
、「
夕
張
の

抱
え
る
課
題
こ
そ
、
他

地
域
に
な
い
最
高
の
教

育
素
材
。
夕
張
の
可
能

性
は
無
限
大
で
あ
る
。

後
は
覚
悟
を
決
め
て
や

る
だ
け
」
と
い
う
助
言

を
い
た
だ
い
た
。
魅
力

化
を
加
速
さ
せ
た
い
。

他
校
の
模
倣
で
は
な
く
、

夕
張
高
校
に
し
か
な
い

魅
力
、
人
材
育
成
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
、

多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

高
校
と
連
携
し
、
体
系

的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
海
外
短
期

留
学
に
つ
い
て
は
、
検

討
を
進
め
て
い
る
。 

 

意
見
１ 

学
力
も
人
間

力
も
伸
び
る
教
育
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、「
子

育
て
地
域
」
と
し
て
の
、

教
育
ブ
ラ
ン
ド
を
築
き
、

若
い
家
族
の
Ｕ
・
Ｉ
タ

ー
ン
を
引
き
込
み
、
少

子
化
に
歯
止
め
を
。 

 

２
、
図
書
館
司
書
・
学

校
図
書
館
司
書
に
つ
い

て 

 

質

問

２ 

図

書

館

が

「
地
域
の
知
の
拠
点
」

と
し
て
、
子
ど
も
や
高

齢
者
等
、
多
様
な
学
習

活
動
を
支
え
、
地
域
課

題
解
決
の
担
い
手
を
育

て
る
た
め
、
住
民
に
と

っ
て
利
用
し
や
す
く
、

人
々
の
学
習
に
必
要
な

図
書
や
様
々
な
情
報
を

収
集
・
整
理
・
提
供
す

る
身
近
な
社
会
教
育
施

設
と
し
て
機
能
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
課
題

や
人
々
の
情
報
要
求
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
（
利
用
者
が
必
要
な

情
報
・
資
料
に
対
し
て
、

資
料
を
検
索
・
提
供
・

回
答
す
る
）
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
図
書
館
を

支
え
る
、
専
門
職
で
あ

る
司
書
が
不
可
欠
。 

ま
た
、
教
育
現
場
で

は
、
学
校
司
書
が
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
読
書

環
境
が
変
わ
り
、
読
書

量
が
増
え
、
自
分
で
物

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
好
奇
心

を
燃
や
し
始
め
る
。
教

え
込
ま
れ
る
教
育
か
ら
、

自
分
で
学
び
取
っ
て
い

く
方
向
に
、
子
ど
も
た

ち
が
変
わ
っ
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
充
実

の
た
め
、
「
読
書
・
学

習
・
情
報
の
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
の
学
校
図
書
館

の
整
備
を
進
め
、
そ
の

た
め
に
も
学
校
図
書
館

司
書
の
配
置
を
。
教
育

環
境
水
準
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
そ
れ

が
難
し
け
れ
ば
、
図
書

館
司
書
を
多
め
に
雇
用

し
、
学
校
図
書
館
で
も

勤
務
す
る
こ
と
や
、
開

館
時
間
の
延
長
も
含
め

検
討
で
き
な
い
か
。 

答

弁

２ 

図

書

館

司

書
・
学
校
図
書
館
司
書

と
も
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
現
在
の

司
書
に
加
え
、
新
た
な

司
書
や
司
書
補
の
育
成

も
検
討
中
。
学
校
図
書

館
司
書
に
つ
い
て
は
困

難
で
あ
る
が
、
学
校
図

書
館
の
担
当
教
員
と
司

書
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

協
力
し
て
読
書
指
導
や

読
み
聞
か
せ
な
ど
に
当

た
っ
て
い
る
。
複
合
施

設
の
供
用
開
始
に
向
け

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

と
も
に
、
共
同
で
効
果

的
な
図
書
館
運
営
を
検

討
し
て
い
る
。 

 

意
見
２ 

本
当
に
欲
し

い
も
の
は
「
空
気
、
豊

か
な
緑
、
保
育
所
、
図

書
館
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
遊
び
、
学

び
、
安
心
し
て
長
生
き

が
で
き
る
ー
」
こ
れ
が

本
当
の
豊
か
な
生
活
。

夕
張
に
は
空
気
も
豊
か

な
緑
も
保
育
園
も
あ
り
、

複
合
施
設
が
で
き
る
。

「
魅
力
あ
る
高
校
」
と

「
地
域
の
知
の
拠
点
」

づ
く
り
で
、
市
民
の
満

足

度

ア

ッ

プ

と

、

移

住
・
定
住
に
よ
る
人
口

増
を
期
待
す
る
。 
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共
謀
罪
が
強
行
さ
れ

た

15
日
、
め
が
武

10
区

予
定
候
補
が
夕
張
入
り

し
、
沼
ノ
沢
・
紅
葉
山
・

楓
の
３
か
所
で
安
倍
暴

走
政
権
を
批
判
し
ま
し

た
。 小

雨
も
降
る
中
、
め

が
予
定
候
補
は
、
「
加

計
学
園
疑
惑
・
森
友
学

園
疑
惑
に
つ
い
て
、
国

民
に
ま
と
も
に
説
明
を

し
よ
う
と
し
な
い
。
秘

密
保
護
法
、
戦
争
法
、

そ
し
て
本
日
の
共
謀
罪

の
強
行
採
決
は
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
直
結

す
る
。
」
と
、
安
倍
首

相
を
批
判
し
ま
し
た
。 

運
転
中
の
ト
ラ
ッ
ク

か
ら
の
応
援
や
、
市
民

が
手
を
振
っ
て
く
れ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

宣
伝
カ
ー
で
市
内
を

移
動
し
な
が
ら
、
く
ま

が
い
桂
子
市
議
が
マ
イ

ク
を
握
り
、
「
共
謀
罪

は
、
多
く
の
国
民
が
政

府
の
説
明
は
不
十
分
と

感
じ
て
い
る
の
に
、
本

日
早
朝
強
行
採
決
さ
れ

ま
し
た
。
民
意
を
無
視

し
て
、
戦
争
す
る
国
づ

く
り
へ
突
き
進
む
、
危

険
な
安
倍
自
公
政
権
に

政
治
を
任
せ
て
お
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市

民
と
野
党
の
力
で
、
次

の
総
選
挙
で
必
ず

退
陣
さ
せ
、
民
主

連
合
政
権
を
実
現

さ
せ
ま

し

ょ

う
。
」

と
市
民

と
野
党

の
共
闘

を
訴
え

ま

し

た
。 

 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 
 

智 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

安
倍
政
権
が
震
え
上
が
る
審
判
を 

 

十
日
は
久
し
ぶ
り
に
仁
木
町
で
の
後
援
会
の
集
い
に
、
翌

日
に
は
札
幌
市
厚
別
区
の
行
動
に
参
加
し
、
午
後
か
ら
東
京

に
戻
っ
て
都
議
選
の
応
援
に
入
り
ま
し
た
。 

 

安
倍
暴
走
政
治
に
対
す
る
国
民
の
怒
り
は
、
東
京
も
北
海

道
も
同
じ
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情

報
が
流
れ
、
安
倍
政
権
へ
の
不
安
、
怒
り
が
広
が
り
ま
し
た
。

八
王
子
市
で
は
、
街
頭
で
年
配
の
女
性
が
「
も
っ
と
し
っ
か

り
し
て
よ
！
」
と
い
う
の
で
、
「
何
に
腹
を
立
て
て
い
る
の

で
す
か
？
」
と
聞
く
と
「
安
倍
さ
ん
よ
、
安
倍
さ
ん
、
何
と

か
し
て
！
」
と
加
計
問
題
で
前
文
部
科
学
省
の
事
務
次
官
を

攻
撃
す
る
安
倍
政
権
の
卑
劣
さ
に
対
す
る
怒
り
を
ぶ
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
厚
別
区
で
は
、
訪
問
先
で
「
テ
レ
ビ
見
て
共
謀
罪

に
対
す
る
金
田
法
務
大
臣
の
ひ
ど
い
答
弁
に
腹
を
立
て
て
い

た
と
こ
ろ
な
の
、
ほ
ん
と
に
何
と
か
な
ら
な
い
の
？
」
と
言

わ
れ
、
安
倍
政
権
の
横
暴
ぶ
り
を
話
す
と
と
も
に
、
「
都
議

選
で
日
本
共
産
党
を
勝
利
さ
せ
、
安
倍
政
権
が
震
え
上
が
る

審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
！ 

そ
の
た
め
に
お
知
り
合
い
の
方

に
支
持
を
呼
び
か
け
て
！
」
と
お
話
し
し
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

も
購
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

六
月
十
八
日
で
国
会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
加
計
学

園
、
森
友
学
園
な
ど
国
政
の
私
物
化
疑
惑
に
は
ふ
た
を
し
た

ま
ま
、
内
心
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
共
謀
罪
法
の
審
議
を
打

ち
切
り
、
強
行
し
た
安
倍
政
権
の
傲(

ご
う)

慢(

ま
ん)

さ
に
、

国
民
の
批
判
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
紙
の
世
論

調
査
で
も
、
軒
並
み
内
閣
支
持
率
が
急
落
し
、
不
支
持
が
上

回
っ
て
き
ま
し
た
。
都
議
選
で
審
判
を
下
し
、
安
倍
政
権
を

退
陣
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

                                        

 
 

 
 

 
 

 

大
正
１
０
年
の
た
た
か
い 

⑬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

卑
劣
な
り
、
会
社
み
た
び
策
動
を 

連
合
会
本
部
の
幹
部
ら
が
夕
張
を
離
れ
る 

と
、
厚
顔
に
も
一
向
に
協
定
実
行
の
兆
し
も
見 

せ
ま
せ
ん
。 

「
支
店
長
に
一
任
せ
よ
」
と
の
約
束
は
、
ま 

る
で
知
ら
ぬ
顔
で
す
。 

そ
れ
ば
か
り
か
、
強
力
に
組
合
つ
ぶ
し
に
出 

て
、
難
癖
を
つ
け
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
解
雇
。
非
道 

な
暴
力
を
も
っ
て
退
山
を
強
行
し
ま
す
。 

 
 

頻
々
と
実
状
が
本
部
に 

鑛
夫
総
連
合
本
部
に
は
、
現
地
か
ら
会
社
の
背
信
行
為
と
事
態
悪

化
の
急
報
が
届
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
部
で
は
折
か
ら
の
足
尾
争
議

支
援
に
忙
殺
さ
れ
、
夕
張
支
援
に
手
が
回
り
ま
せ
ん
。 

よ
う
や
く

７
月
に
入
り

５
日
、
麻
生
、
坂
口
の
二
人
が
急
行
し
ま

す
。
し
か
し
、
３
ヶ
月
近
く
執
拗
な
会
社
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
夕
張

連
合
会
の
組
織
は
、
疲
れ
果
て
壊
滅
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

残
る
組
合
員
は
、
麻
生
・
坂
口
を
中
心
に
組
織
の
立
て
直
し
と
闘
争

に
転
じ
ま
す
。 

 
 

約
束
を
破
る
高
城
支
店
長
糾
弾 

７
月
７
日
、
ま
ず
高
城
支
店
長
を
糾
弾
す
る
ビ
ラ
を
全
山
に
配
布

し
て
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
す
。 

￤
“
会
社
は
社
会
公
機
の
面
前
で
締
結
し
た
条
項
を
裏
切
り
、
労

働
者
を
地
獄
に
つ
き
落
と
し
た
高
城
支
店
長
こ
そ
人
面
獣
身
で
あ

る
”
￤ 

つ
い
で
８
日
、
夕
張
警
察
署
長
の
責
任
を
追
及
。

10
日
、
２
回
目

の
ビ
ラ
を
散
布
、
夕
張
館
で
大
演
説
会
を
開
催
、
大
い
に
気
勢
を
あ

げ
ま
す
。 

11
日
に
は
夕
張
炭
鉱
病
院
へ
お
し
か
け
、
医
師
の
伊
藤
金
四
郎
を
糾

弾
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
炭
鉱
で
怪
我
を
し
て
も
本
人
不
注
意
と
さ
れ

る
な
ど
、
公
傷
認
定
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
ず
、
憎
し
み
の

的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       

くずさんの 

夕張歴史散歩（73） 


